
 

第１７回全国ゴールデンシニアバスケットボール大会 

― 第 31 回全国健康福祉祭とやま大会 「ねんりんピック富山２０１８協賛イベント」 ― 

実施要項 

 開催目的  本大会は、ねんりんピックの趣旨に賛同し、長年にわたり生涯スポーツとしてバ

スケットボールを愛好する女性に呼びかけ、交流の場を提供し、楽しむバスケッ

トボールを通じてその魅力を次世代に継承することと健康意識の高揚を目的とし

て、開催するものである。 

    

1. 主  催  （一社）日本社会人バスケットボール連盟 

2. 主  管  （一財）富山県バスケットボール協会 

富山県社会人バスケットボール連盟 

3. 後   援  ねんりんピック富山 2018実行委員会 

（公財）日本バスケットボール協会（申請中） 

魚津市 

4. 協  賛  株式会社 モルテン・有限会社 ファイルドルーム岩本 

5. 期  日  2018年 9月 8日（土）・9日（日） 

6. 会  場  魚津テクノスポーツドーム「ありそドーム」 〒937-0066 魚津市北鬼江 2898-3 

魚津市総合体育館             〒937-0805 魚津市本江 3311 

7. 競技方法  4～6チームによる、トーナメント方式 

全ての参加チームは 2日間にわたり、2ゲーム行う 

8. 競技規則  2018〜 バスケットボール競技規則による。ただし試合時間は 1P6分で行う（延長

戦は行わない） 

別途、全国ゴールデンシニアバスケットボール大会ルールを適用する 

9. 組み合せ  （一社）日本社会人バスケットボール連盟の責任抽選とする 

10. 表  彰  2勝したチームに賞品（検討中）  

11. 出場割当  ≪ゴールデンの部…58チーム程度≫ ≪プラチナの部…12チーム程度≫ 

※申込チーム数が受入枠数を超えた場合の出場チームの決定は主催者一任とする 

※出場チームの決定では、前大会までの「1都道府県 5チーム枠」を撤廃し、ゴー

ルデンの部においては平均年齢と選手の人数について考慮する   

12. 参加資格  １.（公財）日本バスケットボール協会に加盟登録されたチームであること 
２.（一社）日本社会人バスケットボール連盟に登録されたチーム及び選手である

こと 

３.「ゴールデンの部」は平成 30年 4月１日現在で、満 49歳以上の女性 

４.「プラチナの部」は平成 30年 4月１日現在で、満 59歳以上の女性 

13. 参加人員  選手10名以上18名以内 スタッフ6名以内  

単独チーム・混成チームいずれも可 

14. 参加申込  ① 申込方法 JSBホームページより参加申込書をＤＬし、メールで申込むこと 

（送り先は申込書に記載）                

②申込期間 6月4日（月）～ 6月30日（土） 

15. 参 加 料  ３０，０００円  

16. エントリー変更   エントリー変更は認めません 

17. 試 合 球  大会使用球は、(株)モルテン製の GL6Xとします。 

18. その他  ＊大会事務局からの各種連絡は、TEAM-JBAを通じてお知らせします。 

   ＊主管県主催の開会式･懇親会を 9月７日（金）ホテル グランミラージュ（魚津市

吉島 1-1-20）にて開催いたします。 



 

 

全国ゴールデンシニアバスケットボール大会ルール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ゲームの開始には、8 名以上の選手をベンチに揃えていなければならない。 

2. 同点の場合は、コート上の選手が各チーム交互に一組ずつフリースローを行い、 

どちらか一方だけが成功のときにそのチームの勝ちとする。 

キャプテンのジャンケンにより、勝チームが先投か後投かを選択する。負けチーム

はゴールを選択し、両チームとも同一ゴールを使用する。 

3. ベンチは組み合わせ番号の若いチームがオフィシャル席にむかって右側とし、ユニ

フォームは淡色を着用する。但し、両チームの話し合いにより変更することができ

る。変更の場合は試合審判員に報告をすること。 

4. ユニフォームの下にユニフォームと同色のＴシャツを着用しても良い。不着用者が

いてもかまわない。 

5. 混成チームのユニフォームは、番号が重ならない限り自分のユニフォームを着用す

ることができる。また、ビブス着用も認めるが、チームで用意すること。 

6. メンバー表の提出は必要ありません。スコアシートにはプログラムに記載の選手名

簿より転記する。 

7. 大会運営上の問題が生じた場合は、主催者の判断により決定する。 


